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1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で 新の情報をご確認いただきますとともに、
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2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、 大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された 終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご
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注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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　①　入力端子の印加波形 
　入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。 

　CMOSデバイスの入力がノイズなどに起因して，VIL（MAX.）からVIH（MIN.）までの領域にとど

まるような場合は，誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定な場合はもちろん，VIL

（MAX.）からVIH（MIN.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズ等が入らないよ

うご使用ください。 

 

　②　未使用入力の処理 
　CMOSデバイスの未使用端子の入力レベルは固定してください。 

　未使用端子入力については，CMOSデバイスの入力に何も接続しない状態で動作させるのではな

く，プルアップかプルダウンによって入力レベルを固定してください。また，未使用の入出力端子

が出力となる可能性（タイミングは規定しません）を考慮すると，個別に抵抗を介してVDDまたは

GNDに接続することが有効です。 

　資料中に「未使用端子の処理」について記載のある製品については，その内容を守ってください。 

 

　③　静電気対策 
　MOSデバイス取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。 

　MOSデバイスは強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保存の際に

は，当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジン・ケース，または導電性の緩衝材，

金属ケースなどを利用し，組み立て工程にはアースを施してください。プラスチック板上に放置し

たり，端子を触ったりしないでください。  

　また，MOSデバイスを実装したボードについても同様の扱いをしてください。  

 

　④　初期化以前の状態 
　電源投入時，MOSデバイスの初期状態は不定です。 

　電源投入時の端子の出力状態や入出力設定，レジスタ内容などは保証しておりません。ただし，

リセット動作やモード設定で定義している項目については，これらの動作ののちに保証の対象とな

ります。 

　リセット機能を持つデバイスの電源投入後は，まずリセット動作を実行してください。 

 

　⑤　電源投入切断順序  
　内部動作および外部インタフェースで異なる電源を使用するデバイスの場合，原則として内部電

源を投入した後に外部電源を投入してください。切断の際には，原則として外部電源を切断した後

に内部電源を切断してください。逆の電源投入切断順により，内部素子に過電圧が印加され，誤動

作を引き起こしたり，異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。 

　資料中に「電源投入切断シーケンス」についての記載のある製品については，その内容を守って

ください。 

 

　⑥　電源OFF時における入力信号 
　当該デバイスの電源がOFF状態の時に，入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。

入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入により，誤動作を引き起こしたり，異常電流が流

れ内部素子を劣化させたりする場合があります。 

　資料中に「電源OFF時における入力信号」についての記載のある製品については，その内容を守

ってください。 

CMOSデバイスの一般的注意事項 
 



 

 5アプリケーション・ノート  U19529JJ1V0AN 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本資料に記載されている内容は2009年3月現在のもので，今後，予告なく変更することがあります。
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は じ め に 
 

 

 

対 象 者 このマニュアルは，78K0Rマイクロコントローラの応用システムを設計，開発するユーザを対象としま

す。 

 

目  的 78K0Rマイクロコントローラ向けフォント・アクセス・ライブラリを用いた漢字テキスト表示方法につ

いてユーザに理解していただくことを目的とします。 

 

構 成 このマニュアルは，大きく分けて次の内容で構成しています。 

 

・概  説 

・ライブラリ仕様 

・アプリケーション実装例 

・サンプル・アプリケーションのビルド方法 

・サンプル・アプリケーションの実行方法 

 

読 み 方 このマニュアルの読者には，電気，論理回路，マイクロコンピュータおよびC言語に関する一般知識を必

要とします。 

 

本アプリケーションの実行評価環境を理解しようとするとき 

 →漢字表示デモンストレーション用ボードのユーザーズ・マニュアルを参照してください。 

 

マイクロコントローラのハードウエア機能の詳細を理解しようとするとき 

 →各製品のユーザーズ・マニュアル ハードウエア編を参照してください。 

 

凡  例 データ表記の重み：左が上位桁，右が下位桁 

アクティブ・ローの表記：xxx（端子，信号名称に上線） 

メモリ・マップのアドレス：上部－上位，下部－下位 

注 ：本文中に付けた注の説明 

注意：気を付けて読んでいただきたい内容 

備考：本文の補足説明 

数の表記：2進数 … xxxxまたはxxxxB 

     10進数 … xxxx 

     16進数 … xxxxH 

2のべき数を示す接頭語（アドレス空間，メモリ容量）： 

     K（キロ）… 210 = 1024 

     M（メガ）… 220 = 10242 

     G（ギガ）… 230 = 10243 
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関連資料 関連資料は暫定版の場合がありますが，この資料では「暫定」の表示をしておりません。あらかじめご

了承ください。 

 

漢字表示デモンストレーション・ボードの関連資料 

資料番号 資 料 名 

和  文 英  文 

漢字表示デモンストレーション用ベース・ボード ユーザーズ・マニュアル U19207J 未定 

漢字表示デモンストレーション用78K0/KF2ボード ユーザーズ・マニュアル U19208J 未定 

漢字表示デモンストレーション用78K0R/KG3ボード ユーザーズ・マニュアル U19209J 未定 

漢字表示デモンストレーション用V850ES/JG3ボード ユーザーズ・マニュアル U19210J 未定 

78K0/Kx2サンプル・プログラム（漢字フォント編）アプリケーション・ノート U19211J 未定 

78K0R/Kx3サンプル・プログラム（漢字フォント編）アプリケーション・ノート U19212J 未定 

V850ES/Jx3サンプル・プログラム（漢字フォント編）アプリケーション・ノート U19213J 未定 

78K0/Kx2サンプル・プログラム（簡易OS編）アプリケーション・ノート U19214J 未定 

78K0R/Kx3サンプル・プログラム（簡易OS編）アプリケーション・ノート U19215J 未定 

V850ES/Jx3サンプル・プログラム（簡易OS編）アプリケーション・ノート U19216J 未定 

フォント・ユーティリティ ユーザーズ・マニュアル U19527J 未定 

78K0/Kx2 サンプル・プログラム（フォント選択編）アプリケーション・ノート U19528J 未定 

78K0R/Kx3 サンプル・プログラム（フォント選択編）アプリケーション・ノート このノート 未定 

V850ES/Jx3 サンプル・プログラム（フォント選択編）アプリケーション・ノート U19530J 未定 

漢字表示デモンストレーション用拡張ボード ユーザーズ・マニュアル U19526J
注1 未定 

78K0/Kx2 サンプル・プログラム（ドットＬＣＤ制御編）アプリケーション・ノート U19531J
注1 未定 

78K0R/Kx3 サンプル・プログラム（ドットＬＣＤ制御編）アプリケーション・ノート U19532J
注1 未定 

V850ES/Jx3 サンプル・プログラム（ドットＬＣＤ制御編）アプリケーション・ノート U19533J
注1 未定 

 注1. 2009年夏発行予定 

 

78K0Rマイクロコントローラ・デバイスの関連資料 

資料番号 資 料 名 

和  文 英  文 

78K0R/KE3 ユーザーズ・マニュアル U17854J U17854E 

78K0R/KF3 ユーザーズ・マニュアル U17893J U17893E 

78K0R/KG3 ユーザーズ・マニュアル U17894J U17894E 

78K0R/KJ3 ユーザーズ・マニュアル U18417J U18417E 

78K0R/KH3 ユーザーズ・マニュアル U18432J U18432E 

78K0Rマイクロコントローラ ユーザーズ・マニュアル 命令編 U17792J U17792E 

 

注意 上記関連資料は予告なしに内容を変更することがあります。設計などには，必ず最新の資料をご使用くださ

い。 
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第1章 概  説 

この資料では，78K0R向けフォント・アクセス・ライブラリFDJ78K0R.LIBの使い方，フォント定義ファイルの生

成方法，およびサンプル・プログラムにおける文字表示方法について説明します。 

 

1. 1 ライブラリ概要 
 

フォント・ユ－ティリティは，フォント・デ－タをソ－ス形式のフォント定義ファイルとして生成します。こ

のフォント定義ファイルをコンパイルして得られるオブジェクト形式のフォント・デ－タを簡単に使うための関

数として，次のものが用意されています。 

・DEFINE_FONT_TYPE： 使用するフォント・デ－タ名を宣言するマクロ関数 

・uFont_get_next_code： 文字列から次の文字コ－ドを得る関数 

・uFont_set_type： 以下の関数で操作するフォント・デ－タ名を設定する関数 

・uFont_get_parameter： フォントのパラメ－タを得るマクロ関数 

・uFont_get_font_addr： フォントの位置を得る関数 

 

1. 2 開発環境 
 

サンプル・プログラムからオブジェクト・コ－ドを生成するソフトウエア・ツ－ルと，生成したコ－ドを実行

する評価ボ－ドについて説明します。 

 
1. 2. 1 ソフトウエア・ツ－ル 
本ライブラリを使用するアプリケ－ション・プログラムの開発に推奨するソフトウエア・ツ－ルは，NECエ

レクトロニクス製の有償ソフトウエア・パッケ－ジ（SP78K0R）です。 

 

（1）推奨リビジョン 

ソフトウエア・ツ－ルの推奨リビジョンです。 

 

（a）CC78K0R ：2.00以上 

（b）RA78K0R ：1.20以上 

 

（2）無償ダウンロ－ド版の制約 

無償ダウンロ－ド版のコンパイラおよびアセンブラ（CC78K0R, RA78K0R）でもかまいませんが，生成

できるオブジェクト・サイズに制限があります 

フォント・ユ－ティリティでは制限を超える部分は，HEXファイルとして出力されるため，プログラム

実行前にHEXファイルの編集が必要になります。編集方法の手順は，「フォント・ユ－ティリティ ユ－

ザ－ズ・マニュアル（U19527）」を参照してください。 

 



第1章 概  説 

 11アプリケーション・ノート  U19529JJ1V0AN 

1. 2. 2 評価ボ－ド 
評価用ボ－ドには，用途に応じて次のものがあります。 

 

（1）表示を伴わないライブラリ単体の評価を行う場合 

QB-78K0RKG3-TBまたはTK-78K0R/KG3を使用できます。ただし，これらのボ－ドでは後述のサンプ

ル・アプリケ－ションを動作させることはできません。 

 

（2）LCD表示を伴う評価を行う場合 

次の3つが必要となります。 

 

（a）漢字表示デモンストレ－ション用ベ－ス・ボ－ド（SM05A2） 

（b）漢字表示デモンストレ－ション用78K0Rボ－ド（SM05G2） 

（c）プログラム書き込みツ－ル 

推奨するプログラム書き込みツ－ルは，オンチップ・デバッグ・エミュレ－タ（QB-MINI2）です。 

PG-FP4などのフラッシュ・メモリ・プログラマ（以降，プログラマ）でも可能です。 

 

漢字表示デモンストレ－ション用ボ－ドの入手に関する情報については，下記のボ－ド設計情報をご参照く

ださい。 

http://www.necel.com/micro/ja/designsupports/board/index.html 

 

http://www.necel.com/micro/ja/designsupports/board/index.html
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1. 3 アプリケ－ションの依存情報 
 

プロジェクト・マネ－ジャ（以降，PM+）環境下での依存情報を次の図に示します。 

 

図1－1 PM+環境下での依存情報の関係 
 

PM+
PM+ワークスペース 

アプリケーション

ソース・ファイル 

ヘッダ・ファイル

FONT_c.h 

ライブラリ

FDJ78K0R.LIB 

API コール

インクルード

フォント定義ファイル 

（フォント・ユーティリ

ティで生成） 

フォント・デ－タ参照
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第2章 ライブラリ仕様 

この章では，フォント・アクセス・ライブラリの仕様について説明します。 

 

2. 1 フォント・デ－タ仕様 
 

本ライブラリで使用できるフォント・デ－タの構成は次のとおりです。 

 

・パラメ－タ定義部：  32バイト固定 

・テ－ブル定義部：  テ－ブル形式により，0バイト～文字コ－ド範囲×2バイト 

・フォント・デ－タ定義部： 文字数×1文字デ－タ・サイズ 

 

各定義部の詳細は，「フォント・ユ－ティリティ ユ－ザ－ズ・マニュアル（U19527）」を参照してください。 

 

2. 2 関数仕様（API仕様） 
 

本ライブラリに用意されている関数について説明します。以下，関数の詳細説明の読み方について解説します。 

 

【機能】 

各関数の機能の詳細を示します。 

 

【ヘッダ・ファイル】 

各関数を使用する場合に必要となるヘッダ・ファイル名を示します。 

 

【関数プロトタイプ】 

各関数の指定形式を示します。 

 

【説明】 

各関数の処理の詳細を示します。 
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2. 2. 1 関数一覧 
本ライブラリで利用できる関数の一覧を表2－1に示します。 

 

表2－1 関数一覧 

名称 機能 

DEFINE_FONT_TYPE 使用するフォント・デ－タ名を宣言するマクロ関数 

uFont_get_next_code 文字列から次の文字コ－ドを得る 

uFont_set_type 以下の関数で操作するフォント・デ－タ名を設定する 

uFont_get_parameter フォントのパラメ－タを得るマクロ関数 

uFont_get_font_addr フォントの位置を得る 

 

表2－2 マクロ関数を除くリソ－ス一覧（数値は暫定値） 

名称 コ－ド・サイズ RAM消費量 スタック消費量 最大実行クロック数

uFont_get_next_code 59 バイト 0 0 54 クロック 

uFont_set_type 4バイト 2 0 7 クロック 

uFont_get_font_addr 177 バイト 0 10 130 クロック注1 

154 クロック注2 

493 クロック注3 

注1. 総フォント・デ－タ・サイズ320KB，テ－ブル無しの場合 

注2. 総フォント・デ－タ・サイズ320KB，ルックアップ・テ－ブルの場合 

注3. 総フォント・デ－タ・サイズ64KB，文字数2000，サ－チ・テ－ブルの場合 

 
2. 2. 2 DEFINE_FONT_TYPE（フォント・デ－タ名を宣言する） 

 

【機能】 

使用するフォント・デ－タ名を宣言します。 

 

【ヘッダ・ファイル】 

FONT_c.h 

 

【関数プロトタイプ】 

void DEFINE_FONT_TYPE( *gFont_data ) 

マクロ関数です。 

 
関数名 引数 返り値 

DEFINE_FONT_TYPE フォント・デ－タ名 なし 

 

【説明】 

フォント・デ－タをリンクするために使用します。 
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2. 2. 3 uFont_get_next_code（文字列から文字コ－ドを得る） 
 

【機能】 

全角／半角の混在した日本語文字列から1文字を取り出します。 

 

【ヘッダ・ファイル】 

FONT_c.h 

 

【関数プロトタイプ】 

unsigned short uFont_get_next_code (char *text ) ; 

 

 
関数名 引数 返り値 

uFont_get_next_code text： 

文字列上の現在位置 

（文字コ－ドの取り出しアドレス） 

半角の場合： 

1バイト・コ－ド（255以下） 

全角の場合： 

JISコ－ド（上位バイトが区に対応。ただし，

第4水準には対応していません。） 

 

【説明】 

textが指す全角／半角の混在した日本語文字列から1文字を取り出します。 

全角はシフトJISコ－ドを使用してください。 

全角と判定されるのは，次の場合です。 

  ・第1バイト：81H～9FH, E0H～FCHの範囲注 

  ・第2バイト：40H～7EH, 80H～FCHの範囲 

 

注 F0H～FCH（第4水準コ－ド）は全角と判定されますが，返り値が，JISコ－ドになりません。 

 
2. 2. 4 uFont_set_type（対象となるフォント・デ－タ名を設定する） 

 

【機能】 

uFont_get_parameter, uFont_get_font_addrで対象となるフォント・デ－タ名を設定します。 

 

【ヘッダ・ファイル】 

FONT_c.h 

 

【関数プロトタイプ】 

void uFont_set_type ( const struct FONT_TYPE_HEADER *gFont_data ) ; 

 
関数名 引数 返り値 

uFont_set_type gFont_data： 

フォント・デ－タ名 

なし 
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【説明】 

複数のフォント・デ－タをリンクする場合，uFont_get_parameter, uFont_get_font_addrの使用の前に，本

関数で対象ファイルを設定します。 

対象フォント・デ－タが1つしかない場合は，最初に1回だけ設定すれば，繰り返し再設定する必要はあり

ません。 

 
2. 2. 5 uFont_get_parameter（フォントのパラメ－タを得る） 

 

【機能】 

フォントのボディ・サイズを得るのに使用します。 

 

【ヘッダ・ファイル】 

FONT_c.h 

 

【関数プロトタイプ】 

unsigned char uFont_get_parameter ( パラメ－タ名 ) ; 

マクロ関数です。 

 
関数名 引数 返り値 

uFont_get_parameter パラメ－タ名： 

SFBH：水平ドット・サイズを得たい場合 

SFBV：垂直ドット・サイズを得たい場合 

ドット・サイズ 

 

【説明】 

表示位置の制御などのために，フォントのボディ・サイズを得ることができます。 

 
2. 2. 6 uFont_get_font_addr（文字コ－ドからフォント・デ－タの開始位置を得る） 

 

【機能】 

文字コ－ドから，その文字に対応したフォント・デ－タの開始位置を取得します。 

 

【ヘッダ・ファイル】 

FONT_c.h 

 

【関数プロトタイプ】 

__far char* uFont_get_font_addr ( unsigned short i ) ; 

 
関数名 引数 返り値 

uFont_get_font_addr i： 

フォント・デ－タを取り出す文字コ－ド 

（uFont_get_next_codeで得た文字コ－ド） 

実装されている文字の場合： 

フォント・デ－タの開始位置 

未実装文字の場合： 

0 
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【説明】 

iで指定される文字コ－ドのフォント・デ－タの先頭アドレスを返します。 

フォント・デ－タの並びについては，次のようになります。 

 

 
文字コ－ド： 2バイト注 1

水平位置・幅：2バイト注 1

垂直位置・幅：2バイト注 1

ビットマップ・デ－タ
注 2 

先頭アドレス 

 
注1. フォント・ユ－ティリティの条件指定により省略可能です。 

注2. サイズとビットのスキャン順序はフォント・ユ－ティリティの条件指定に依存します。 
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第3章 アプリケ－ション実装例 

この章では，フォント・アクセス・ライブラリを使った漢字表示方法について，サンプル・プログラムPrint_c.c

を例に説明します。Print_c.cはダウンロ－ド・ファイルのSAMPLEフォルダに格納されています。 

 

3. 1 アプリケ－ションの概要 
 

サンプル・プログラムPrint_c.cは，全角／半角混在の表示文字列をビットマップ・フォントに展開してビット

マップ表示メモリに格納するプログラムです。以下，Print_c.cの中の主要な3つの関数について説明します。 

 

① ePrint_disp（詳細3. 2項） 

 文字列から1文字取り出して，文字表示または制御コ－ド処理を行います。 

 

② uPrint_control（詳細3. 3項） 

 改行，タブなどの制御コ－ド処理を行います。 

 

③ uPrint_disp_char（詳細3. 4項） 

 1文字のフォント・デ－タをビットマップ表示メモリに転送します。 

 

なお，Print_c.cの中の上記以外の部分は，ホスト・マシンからのコマンド処理であり，本資料では説明を省略

します。 

また，ビットマップ表示メモリのデ－タをLCDへ転送する部分は別プログラム（LCD_c.c）になっています。本

資料ではLCD_c.cの説明は省略します。 
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図3－1 漢字表示アプリケ－ション処理のブロック図 

 

 

フォント定義ファイル 

uPrint_disp_char 
 

1文字フォント・デ－タのビットマップ表示メモリへのコピ－ 

表示文字列 

フォント・デ－タ 

ビットマップ表示メモリ，LCD表示更新フラグ 

表示位置，文字ピッチなどの

パラメータ 

ePrint_disp 
 

1文字取り出し，文字表示／制御コ－ド処理 

uPrint_control 
 

改行，タブなどの制御コ－ド処理 

制御コ－ドの 
パラメ－タ 
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3. 1. 1 フォント・デ－タの生成条件 
サンプル・プログラムPrint_c.cが取り扱うフォント・デ－タは，次のとおりです。 

 

（1）フォント・デ－タの生成条件 

フォント・ユ－ティリティを使い，次の条件で生成されたフォント・デ－タが使用できます。 

 

・フォント出力ビット・スキャン方向指定： 垂直（垂直ドット数は8ドットの倍数） 

・フォント出力ファ－スト・ビット位置指定： LSB 

・フォント出力バイト順序：   垂直→水平 

・補助出力：    フォント出力水平位置・幅出力指定のみをチェック 

 

その他の条件はメモリに実装可能な範囲で選択します。参考として同梱フォント定義ファイルの生成条

件を次に示します。 

表3－1 フォント定義ファイル生成条件一覧 

項目 FA207LVH FH114LVH FJ314LVH FJ024LVH 

入力：フォント・ファイル UPD7228PLUS.fon A14.fon K14-2004-1.fon jiskan24-2003-1.fon 

入力：バイト 1バイトx8ドット 1バイトx14ドット 2バイトx14ドット 3バイトx24ドット 

テーブル 無し 無し サーチ サーチ 

出力文字選択：範囲 半角デフォルト 半角デフォルト 1, 1, 1～1, 94, 94 全角デフォルト 

出力文字選択：ファイル 無し 無し 無し SEL24_6.csv 

フォント出力：ドット範囲 水平5，垂直8 水平7，垂直16 水平14，垂直16 水平24，垂直24 

フォント出力：オフセット 無し 垂直1 垂直1 無し 

配置指定 E800H F000H 10000H E600H 

 

 

（2）フォント･デ－タの並び 

フォント・デ－タは次の順番で並んでいます。（「図3－2 フォント・デ－タの並びの例」を参照して

ください。） 

 

相対位置 内容 

  ＋0 ：水平有効ドット開始位置 

ビットマップのボディに対し，実際に文字が始まる水平ドット位置を示します。 

プロポ－ショナル制御のために使用します。 

  ＋1 ：水平有効ドット幅 

ビットマップのボディに対し，実際に文字が存在する水平幅を示します。 

プロポ－ショナル制御のために使用します。 

  ＋2～：ビットマップ・デ－タ 

垂直，水平のドット順に並びます。 

LSBファ－ストです。 

垂直ドット数は8ドット単位です。 
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図3－2 フォント・デ－タの並びの例（14×16ドットの例） 

 

 

 

ビットマップ・デ－タは，垂直方向の1列が上～下8ドット単位で，上側バイト→下側バイトの順に設定

されます。さらに，このバイトで構成される列デ－タは，水平方向の左側の列から右側の列に向かって設

定されます。 

・列構成バイト数 = 垂直ドット数／8 

・ビットマップ構成バイト数 = 列構成バイト数×水平ドット数 
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3. 1. 2 ビットマップ表示メモリの構造 
ビットマップ表示メモリは，LCD表示面全体の表示ドット情報を保持します。LCD表示面ドット数はLCD_c.h

の中のnLCD_xs（水平）とnLCD_ys（垂直）で定義されています。ドット数に対応して，ビットマップ表示メ

モリは次のようなバイト領域となっています。 

ビットマップ表示メモリのバイト数 =（LCD表示面垂直ドット数／8）×LCD表示面水平ドット数 

バイト数は，nLCD_textとしてLCD_c.hに定義されています。領域はバイト型配列で定義されており，水平（X）

から垂直（Y）方向にデ－タが格納されます。 

次の図は表示面が128×64ドットの例で，ビットマップ表示メモリの構造をLCD表示面に合わせ，構成バイト

の並びで示しています。枠外＋0～＋1023の数字はビットマップ表示メモリでの相対バイト位置を示します。 

図では全角14×14フォントでの1文字占有範囲の目安を灰色で示しています。実際には，文字種・ピッチ指定

などにより占有範囲の位置は変化します。 

サンプル・プログラムではビットマップ表示メモリは配列名gLCD.textとしてLCD_c.hで定義されています。 

 

図3－3 ビットマップ表示メモリの構造 
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3. 1. 3 LCD表示更新フラグ 
LCD表示更新フラグはフォントの展開には直接関係しませんが，変更したビットマップ表示メモリ行をLCD

表示プログラム（LCD_c.c）に通知することにより，LCDへの転送負荷を低減させる役割があります。LCD表示

プログラム（LCD_c.c）は，ビットマップ表示メモリの中で表示更新すべき行（8ドット・ライン単位）だけを

選択してLCDへの転送を行います。 

LCD相対行番号は縦8ドットを1行とした行番号です。 

サンプル・プログラムではLCD表示更新フラグは配列名gLCD.dreqとしてLCD_c.hで定義されています。 

 

図3－4 LCD表示更新フラグ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

= 1：更新行 
LCD相対行番号

 +0

 +1

 +2

 +3

 +4

 +5

 +6

 +7

LCD 表示更新フラグ ビットマップ表示メモリ 

水平 128ドット

+0 +6 +127

  +0 ･･･ ･･･  ･･･ +127 

+128   ･･･ ･･･  ･･･ +255 

+256   ･･･ ･･･  ･･･ +383 

+384   ･･･ ･･･  ･･･ +511 

+512   ･･･ ･･･  ･･･ +639 

+640   ･･･ ･･･  ･･･ +767 

+768   ･･･ ･･･  ･･･ +895 

+896   ･･･ ･･･  ･･･ +1023 

垂

直

64
ド

ッ
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3. 2 文字表示（ePrint_disp） 
 

ePrint_disp関数は，1文字分のコ－ドを取り出して全角／半角／制御コ－ドのいずれであるかを判定し，フォン

ト・デ－タ展開関数（uPrint_disp_char）または制御コ－ド処理関数（uPrint_control）により処理を行います。な

お本関数には，1行だけ簡易OS用の制御が含まれていますが，その行を削除することにより通常の関数として呼

び出すことができます。 

 

（1）概略フロ－ 

 

ePrint_disp 

文字コ－ドを取得 

表示終了? 

vTrans_task() 

タスク切替（表示処理終了）

制御コ－ド? 

uPrint_control() 

制御コ－ド処理 

uPrint_disp_char() 

フォント・デ－タ展開処理

文字コ－ドに対応したフォン

ト・デ－タ・アドレスを取得

終了 

YES 

YES 

NO 

NO 

簡易 OS用制御 

（通常の関数として使用するときは削除）
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（2）使用領域 

 
定義場所 定義方法 型 変数名 意味 

char* gPrint.tp 処理すべき文字へのポインタ 

char gPrint.font 文字をどのフォントで表示するかの指定値 

ホスト・マシンからのコマンドで格納されます。 

・KFONT_5x7  （ = 0）：1/4角 

・KFONT_5x14 （ = 1）：半角 

・KFONT_14x14（ = 2）：14×14ドット・フォント 

・KFONT_24x24（ = 4）：24×24ドット・フォント 

構造体 

char gPrint.space ホスト・マシンから設定された字間ドット数 

 unsigned 

char 

gPrint.after_sp 補正後の字間ドット数を格納するワーク変数 

Print_c.h 

#define  kFONT_byte_MAX = 1：1/4角，半角などの1バイト・コードの最大値 
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（3）プログラム・リスト 

 

① 文字コ－ド取得 

② 終了処理 

④ 制御コ－ド処理 

⑤ 字間設定 

⑦ 全角処理 

⑧ 1バイト文字処理 

⑨ 表示処理 

③ 制御コ－ド判定処理 

⑥ 全角判定処理 
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（4）詳細説明 

① 文字コ－ド取得 

表示する文字コ－ドを取得します。 

・全角／半角混在時は，uFont_get_next_code関数を呼び出して，文字コ－ドを取得します。 

・1バイト・コ－ドだけの場合は，文字ポインタを使い文字コ－ドを取り出します。 

 

② 終了処理 

取り出した文字コ－ドが0の場合は，文字列終了となります。 

簡易OSを使用する場合に，コマンド処理タスクへ制御を戻します。 

簡易OSを使用しない場合には，当該行を削除するか，コメントにします。この場合，本関数を

次のように呼び出します。 

while (*gPrint.tp) ePrint_disp(); 

 

③ 制御コ－ド判定処理 

取り出した文字コ－ドが，制御コ－ドか判定します。 

・半角スペ－ス（20H）未満の場合は，制御コ－ド処理を行います。 

・半角スペ－ス（20H）以上の場合は，表示文字処理を行います。 

 

④ 制御コ－ド処理 

制御コ－ド処理を行います。 

・フォント種別に応じた表示フォントをuFont_set_type関数を呼び出して選択します。 

・文字ポインタを更新します。 

制御コ－ドによっては，引き続くパラメ－タを，文字列バッファから取り出す場合があり

ますので，制御コ－ド処理関数を呼び出す前に，ポインタを更新します。 

・uPrint_control関数を呼び出して制御コ－ドに応じた処理を行います。 

・本関数を終了します。 

 

⑤ 字間設定 

表示文字コ－ドの場合に，字間スペ－ス・パラメ－タを設定します。 

 

⑥ 全角判定処理 

漢字フォントが指定されていて，文字コ－ドが全角の場合は，全角フォント処理を行います。

そうでない場合には，1バイト文字処理を行います。 

 

⑦ 全角フォント処理 

全角フォント・デ－タ・アドレスを取得します。 

・文字ポインタの更新（2バイト分） 

・表示フォント・デ－タ選択 

フォント種別に応じて，uFont_set_type関数を呼び出し，表示フォント・デ－タを選択し

ます。 

・フォント・デ－タのアドレス取得 

uFont_get_font_addr関数を呼び出して，フォント・デ－タのアドレスを取得します。フォ

ント・デ－タのない文字コ－ドの場合は，フォント・デ－タ・アドレスとして，0が戻されま
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す。この場合は，表示用フォント・デ－タとして，“■”を使用します。 

 

⑧ 1バイト文字処理 

1バイト文字のフォント・デ－タ・アドレスを取得します。 

・文字ポインタの更新（1バイト分） 

・フォント種別に応じた表示フォント・デ－タの選択 

フォント種別に応じて，uFont_set_type関数を呼び出し，表示フォント・デ－タを選択し

ます。 

・文字間スペ－スの調整 

全角／半角混在文字列における半角フォントの場合は，文字間スペ－スを設定値の半分（小

数部切上げ）にします。 

・フォント・デ－タのアドレス取得 

uFont_get_font_addr関数を呼び出して，フォント・デ－タのアドレスを取得します。フォ

ント・デ－タのない文字コ－ドの場合は，フォント・デ－タ・アドレスとして，0が戻されま

す。この場合は，表示用フォント・デ－タとして，“?”を使用します。 

 

⑨ 表示処理 

uPrint_disp_char関数を呼び出して，フォント・デ－タを表示位置のビットマップ表示メモリに

展開して，LCDに表示させます。 
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3. 3 制御コ－ド処理（uPrint_control） 
 

制御コ－ドの処理を行います。本関数は，制御コ－ドに応じたパラメ－タ設定処理部分とスペ－ス埋め込処理

部分からなります。（制御コ－ドの詳細は「5. 4 コマンドの書式」を参照してください。） 

 

（1）概略フロ－ 

 

uPrint_control 

スペ－ス埋め込み処理 

終了 

制御コ－ド別処理 

¥n 
改行コ－ド処理 

¥t 
TABコ－ド処理 

¥f 
属性コ－ド処理 

¥v 
表示位置指定コ－ド処理 

0x10 
表示範囲制限解除コ－ド処理

0x11 
表示範囲制限 1コ－ド処理

0x12 
表示範囲制限 2コ－ド処理

終了 
その他 

改行コ－ド時の改行処理 

制御コードに応じたパラメータ設定処理 

スペ－ス埋め込み処理
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（2）使用領域 

 
定義場所 定義方法 型 変数名 意味 

char* gPrint.tp 表示文字ポインタ 

char gPrint.space 字間ドット数の指定値 

属性バイトのbit3-0で指定されます。 

char gPrint.pitch ピッチ（固定ピッチ／プロポ－ショナル）の指定値 

属性バイトのbit4で指定されます。 

char gPrint.font 文字をどのフォントで表示するかの指定値 

属性バイトのbit7-5で指定されます。 

・KFONT_5x7  （ = 0）：1/4角 

・KFONT_5x14 （ = 1）：半角 

・KFONT_14x14（ = 2）：14×14ドット・フォント 

・KFONT_24x24（ = 4）：24×24ドット・フォント 

unsigned 

char 

gPrint.xs1 

gPrint.ys1 

gPrint.xe1 

gPrint.ye1 

表示範囲制限領域1 

・gPrint.xs1：水平開始位置XS1 

・gPrint.ys1：垂直開始位置YS1 

・gPrint.xe1：水平終了位置XE1 

・gPrint.ye1：垂直終了位置YE1 

ホスト・マシンからのコマンドで設定されます。 

unsigned 

char 

gPrint.xs2 

gPrint.ys2 

gPrint.xe2 

gPrint.ye2 

表示範囲制限領域2 

・gPrint.xs2：水平開始位置XS2 

・gPrint.ys2：垂直開始位置YS2 

・gPrint.xe2：水平終了位置XE2 

・gPrint.ye2：垂直終了位置YE2 

ホスト・マシンからのコマンドで設定されます。 

unsigned 

char 

gPrint.xs 

gPrint.ys 

gPrint.xe 

gPrint.ye 

現在選択されている表示範囲制限領域 

・gPrint.xs：水平開始位置XS 

・gPrint.ys：垂直開始位置YS 

・gPrint.xe：水平終了位置XE 

・gPrint.ye：垂直終了位置YE 

表示範囲指定制御コ－ドで，対応した表示範囲制限領

域値が設定されます。 

初期状態および，表示範囲制限解除制御コ－ドで，LCD

全体が表示領域値として設定されます。 

unsigned 

char 

gPrint.x 水平表示位置X 

Print_c.h 構造体 

unsigned 

char 

gPrint.y 垂直表示位置Y 

 nLCD_xm = 128：ビットマップ表示メモリの横ドット数 

 nLCD_ym = 64：ビットマップ表示メモリの縦ドット数 

#define 

 KDISP_REQUEST = 1：表示更新要求あり 

unsigned 

char 

gLCD.dreq LCD表示更新フラグ配列（1：更新あり） 

LCD_c.h 

構造体 

unsigned 

char 

gLCD.text ビットマップ表示メモリ 
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FONT_c.h 構造体 unsigned 

char 

SFBV フォントの垂直ボディ・サイズ領域 

uFont_get_parameter関数を使用してフォントの垂直

ボディ・サイズを取り出すのに使用します。 

 

（3）プログラム・リスト1 

 
 
 
 
 

（つづく）

① ‘¥n’：改行コ－ド処理 

② ‘¥t’：タブ・コ－ド処理 

③ ‘¥f’：属性コ－ド処理 

④ ‘¥v’：表示位置指定コ－ド処

理 

⑤ 10H：表示範囲制限解除コ－ド

処理 

⑥ 11H：表示範囲制限1指定コ－

ド処理 

⑦ 12H：表示範囲制限2指定コ－

ド処理 

⑧ 未定義制御コ－ド処理 

 

 

（4）詳細説明1 

制御コ－ドに応じて，各種パラメ－タ値を設定します。 

 

① ‘¥n’：改行コ－ド処理 

行末までスペ－スを埋め込むため，スペ－ス埋め込み終了位置パラメ－タを行末に設定します。

（スペ－ス埋め込み処理の前準備です。） 

 

② ‘¥t’：タブ・コ－ド処理 

指定カラムまでスペ－スを埋め込むため，スペ－ス埋め込み終了位置パラメ－タに，制御コ－

ドに続けて入力されている指定位置を設定します。（スペ－ス埋め込み処理の前準備です。） 
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③ ‘¥f’：属性コ－ド処理 

制御コ－ドに続けて入力されている属性値を，パラメ－タに設定して，本関数を終了します。 

・字間ドット数：属性バイトのbit3－0 

・ピッチ指定： 属性バイトのbit4 

・フォント指定：属性バイトのbit7－5 

 

④ ‘¥v’：表示位置指定コ－ド処理 

制御コ－ドに続けて入力されている表示位置（X, Y）デ－タを，表示位置パラメ－タに設定し

て，本関数を終了します 

 

⑤ 10H：表示範囲制限解除コ－ド処理 

表示範囲が制限されている状態を解除するために，表示範囲パラメ－タをLCD全面に設定して，

本関数を終了します。 

 

⑥ 11H：表示範囲制限1指定コ－ド処理 

表示範囲パラメ－タに，表示範囲1を設定して，本関数を終了します。 

 

⑦ 12H：表示範囲制限2指定コ－ド処理 

表示範囲パラメ－タに，表示範囲2を設定して，本関数を終了します。 

 

⑧ 未定義制御コ－ド処理 

何もせずに，本関数を終了します。 
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（5）プログラム・リスト2 

 
 
 
 
 

（つづき） 

① 水平開始位置チェック 

② 垂直開始位置チェック 

③ 垂直終了位置計算 

④ 表示デ－タ更新フラグ・セット

⑤ 空白ドット書き込み 

⑥ 改行処理 

 

 

（6）詳細処理2 

スペ－スを埋め込む位置を計算して，必要な分のスペ－スとして，空白ドットをビットマップ表示メモ

リに書き込みます。スペ－スを埋め込んだ行の表示更新フラグをセットします。さらに，改行コ－ドの場

合は，表示位置を次行の先頭へ移動します。 

 

① 水平開始位置チェック 

水平表示位置が，表示範囲左端より左側にある場合は，水平表示位置を，表示範囲左端に補正

します。この水平表示位置がスペ－ス埋め込みの水平開始位置となります。 

 

② 垂直開始位置チェック 

垂直表示位置が，表示範囲上端より上側にある場合は，スペ－ス埋め込み垂直開始位置を，表

示範囲上端に補正します。そうでない場合は，垂直表示位置をスペ－ス埋め込みの垂直開始位置

とします。 

 

③ 垂直終了位置計算 

スペ－ス埋め込み垂直終了位置 ＝ 垂直表示位置＋フォント垂直ドット数－1 

スペ－ス埋め込み垂直終了位置が表示範囲下端より下側にある場合は，垂直終了位置を表示範

囲下端に補正します。 
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④ 表示デ－タ更新フラグ・セット 

表示を更新するLCD相対行全部のLCD表示更新フラグを設定します。 

・LCD相対行番号 = 垂直表示位置／8 

 

⑤ 空白ドット書き込み 

空白ドットをビットマップ表示メモリにセットします。 

・ビットマップ表示メモリの格納先を計算 

格納位置 ＝ （LCD相対行番号×LCD表示水平ドット数）＋水平表示位置 

・空白ドットの書き込み 

ビットマップ表示メモリに，空白ドットとして，0を書き込みます。書き込みは，垂直8ド

ット単位での行数分埋め込みを，水平開始位置から水平終了位置まで，列単位で繰り返しま

す。 

1列分書き込みごとに，水平表示位置を更新します。 

 

⑥ 改行処理 

制御コ－ドが改行コ－ドの場合は，次行の先頭に表示位置を移動します。 

・水平表示位置：水平表示範囲左端 

・垂直表示位置：1行分（フォント垂直ボディ・サイズ分）進めます。表示範囲下端を超えた場

合は，表示範囲上端に戻します。 
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3. 4 フォント・デ－タ展開処理（uPrint_disp_char） 
 

フォント・デ－タをビットマップ表示メモリに展開します。引数は次の図のフォント・デ－タの先頭位置とな

ります。（フォント・デ－タの詳細は，「3. 1. 1 フォント・デ－タの生成条件」を参照してください。） 

 

図3－5 フォント・デ－タ構造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォント・データ  

水平有効ドット開始位置  

水平有効ドット幅  

ビットマップ・データ  

＋0

＋1

＋2
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（1）概略フロ－ 

 

uPrint_disp_char 

行末チェック：表示水平位置が行末を超えているかチェックし，超えている場合は何もせずに終

了します。 

終了 

ビットマップ・デ－タ取り出し位置と表示幅計算：プロポーショナル／固定ピッチの条件に応じ

てビットマップ・デ－タ取り出し位置と表示

幅を計算します。 

文字書き込み水平終了位置チェック：表示水平開始位置と表示幅から表示水平終了位置を計算し

ます。表示水平終了位置が表示範囲左端より左の場合は何

もせずに終了します。 

文字書き込み垂直開始位置チェック：文字書き込み垂直開始位置が，表示範囲内だけにとどまる

ように調整します。 

文字書き込み水平開始位置チェック：文字書き込み水平開始位置が，表示範囲左端より左側にある

場合は，表示範囲内のドットだけを展開するように，フォン

ト・データ取り出しポインタを調整します。 

表示デ－タ更新フラグをセット：文字書き込み行に相当する表示デ－タ更新フラグをセットしま

す。 

文字書き込み：フォント・デ－タをビットマップ表示メモリに書き込みます。 

字間空白書き込み：文字間スペ－ス分の空白ドットをビットマップ表示メモリに書き込みます。 

文字書き込み垂直終了位置チェック：文字書き込み垂直終了位置が，表示範囲内だけにとどまる

ように調整します。 
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（2）使用領域 

 

定義場所 定義方法 型 変数名 意味 

char gPrint.pitch ピッチ（固定ピッチ／プロポ－ショナル）の指定値 

属性バイトのbit4で指定されます。 

unsigned 

char 

gPrint.xs 

gPrint.ys 

gPrint.xe 

gPrint.ye 

現在選択されている表示範囲制限領域 

・gPrint.xs = 水平開始位置XS 

・gPrint.ys = 垂直開始位置YS 

・gPrint.xe = 水平終了位置XE 

・gPrint.ye = 垂直終了位置YE 

表示範囲指定制御コ－ドで，対応した表示範囲制限領

域値が設定されます。 

初期状態および，表示範囲制限解除制御コ－ドで，LCD

全体が表示領域値として設定されます。 

unsigned 

char 

gPrint.x 水平表示位置X 

unsigned 

char 

gPrint.y 垂直表示位置Y 

Print_c.h 構造体 

unsigned 

char 

gPrint.after_sp 字間ドット数が格納されているワーク変数 

 nLCD_xm = 128：ビットマップ表示メモリの横ドット数 #define 

 KDISP_REQUEST = 1：表示更新要求あり 

unsigned 

char 

gLCD.dreq LCD表示更新フラグ配列（1：更新あり） 

LCD_c.h 

構造体 

unsigned 

char 

gLCD.text ビットマップ表示メモリ 

unsigned 

char 

SFBV フォントの垂直ボディ・サイズ領域 

uFont_get_parameter関数を使用してフォントの垂直

ボディ・サイズを取り出すのに使用します。 

FONT_c.h 構造体 

unsigned 

char 

SFBH フォントの水平ボディ・サイズ領域 

uFont_get_parameter関数を使用してフォントの水平

ボディ・サイズを取り出すのに使用します。 
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（3）プログラム・リスト 

 
 

① 行末超えチェック処理 

② ビットマップ・デ－タ取り出し位置と表示

幅計算処理 

③ 文字書き込み水平終了位置チェック処理 

④ 文字書き込み水平開始位置チェック処理 

⑤ 垂直開始位置チェック処理 

⑥ 垂直終了位置チェック処理 

⑦ 表示デ－タ更新フラグ・セット処理 

⑧ 文字書き込み処理 

⑨ 字間空白ドット書き込み処理 
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（4）詳細説明 

1文字をLCDに表示させるために，フォント・デ－タのビットマップ・デ－タをビットマップ表示メモリ

に格納します。  

まず，引き渡されたフォント・デ－タのアドレスから，ビットマップ・デ－タ取り出し位置を計算しま

す。また，書き込み行に対応したLCD表示更新フラグをセットします。さらに，表示を行うフォント・デ

－タをビットマップ表示メモリに格納し，最後に，文字間空白ドットを格納します。表示位置は，次の表

示位置に更新されます。 

 

① 行末超えチェック処理 

水平表示位置が，表示範囲外（表示右端より右側）の場合は，何もせずに，本関数を終了しま

す。 

 

② ビットマップ・デ－タ取り出し位置と表示幅計算処理 

ビットマップ・デ－タの取り出し位置と表示幅を計算します。 

 

・プロポ－ショナル指定の場合 

フォント・デ－タから水平有効ドット開始位置と水平有効ドット幅を取り出します。水平

有効ドット開始位置からビットマップ・デ－タ取り出し位置を計算します。 

取り出しバイト位置 = ビットマップ・デ－タ先頭 

＋（水平有効ドット開始位置×垂直バイト数） 

（垂直バイト数は，フォント垂直ボディ・サイズを8で割った値です。） 

表示幅はフォント水平有効ドット幅を使います。 

 

・固定ピッチ指定の場合 

ビットマップ・デ－タ取り出し位置をフォント・デ－タ中のビットマップ・デ－タ先頭と

します。 

取り出しバイト位置 = ビットマップ・デ－タ先頭 

= フォント・デ－タ先頭位置＋2 

表示幅は，フォント水平ボディ・サイズを使います。 

 

③ 文字書き込み水平終了位置チェック処理 

・書き込み水平終了位置が，表示範囲左端より左側であれば，文字全体が表示範囲から外れて

いるので，表示現在位置を更新して本関数を終了します。 

・書き込み水平終了位置が，表示範囲右端より右側であれば，書き込み水平終了位置を表示範

囲右端までとします。 

 

④ 文字書き込み水平開始位置チェック処理 

書き込み水平開始位置が，表示範囲より左側にある場合は，次の手順で，表示範囲右端位置に

相当するビットマップ・デ－タ取り出し位置に補正して，表示範囲内のビットマップ・デ－タだ

けを取り出すようにします。 

・取り出しバイト位置 ＋= （表示範囲右端までのドット数×垂直バイト数） 

（垂直バイト数は，フォント垂直ボディ・サイズを8で割った値です。） 

・水平表示位置を表示範囲右端に補正します。 
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⑤ 垂直開始位置チェック処理 

垂直表示位置が表示範囲上端より上側であれば，垂直表示開始位置を，表示範囲上端に補正し

ます。そうでない場合は，垂直表示開始位置は垂直表示位置とします。 

 

⑥ 垂直終了位置チェック処理 

垂直表示終了位置を計算し，表示範囲下端を超える場合は，表示範囲下端に補正します。 

・垂直表示終了位置 = 垂直表示位置＋フォント垂直ボディ・サイズ－1 

 

⑦ 表示デ－タ更新フラグ・セット処理 

表示領域を更新するLCD相対行番号に対応したLCD表示更新フラグを設定します。 

・LCD相対行番号 = 垂直表示位置／8 

 

⑧ 文字書き込み処理 

ビットマップ・デ－タをビットマップ表示メモリに転送します。 

・ビットマップ表示メモリの格納先を計算 

格納位置 ＝ （LCD相対行番号×LCD表示水平ドット数）＋水平表示位置 

・ビットマップの書き込み 

ビットマップ表示メモリに，フォント垂直ボディ・サイズ分のビットマップを，垂直8ドッ

ト行単位で，水平開始位置から水平終了位置まで，コピ－します。ただし，垂直表示位置が

表示範囲にある場合のみ，デ－タを書き込みます。1列分（フォント垂直ボディ・サイズ分）

転送ごとに，水平表示位置を更新します。 

 

⑨ 字間空白ドット書き込み処理 

文字後の字間スペ－ス用の空白ドットをビットマップ表示メモリに格納します。 

・字間加算 

文字間空白を書き込む水平終了位置を計算します。水平終了位置が，表示範囲右端を超え

る場合は，水平終了位置は表示範囲右端までとします。 

空白ドット終了位置 = 水平表示位置＋空白ドット数 

・空白ドット書き込み 

ビットマップ表示メモリに，空白ドットとして，0を書き込みます。書き込みは，垂直8ド

ット単位での行数分の埋め込みを，水平開始位置から水平終了位置まで，繰り返します。 

1列分書き込みごとに，水平表示位置を更新します。 
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第4章 サンプル・アプリケ－ションのビルド方法 

この章では，本サンプル・アプリケ－ションのビルド方法の詳細について説明します。 

 

4. 1 有償版／無償版ツ－ルでのビルド方法の違い 
 

開発ツ－ルが有償版と無償版とでは，フォント・デ－タのサイズや配置によっては，使用するフォント定義フ

ァイルが異なります。本サンプル・アプリケ－ションでは，14×14ドット・フォントについてはそれぞれのツ－

ルに対応した異なるファイルが添付されています。 

 

有償版の場合：フォント・ユ－ティリティで，有償版を指定して作成したフォント定義ファイルが，使用

できます。生成されたフォント定義ファイルを組み込み，ビルドを行いますと，そのまま

デバッガを立ち上げるか，生成されたHEXファイルをプログラマでデバイスに書き込めば

実行できます。 

 

無償版の場合：フォント・ユ－ティリティで，フリ－版を指定して作成したフォント定義ファイルが，使

用できます。生成されたフォント定義ファイル（アセンブラ・ソ－ス版）を組み込み，ビ

ルドを行います。フォント・ユ－ティリティで，同名のHEX版フォント定義ファイルが生

成された場合は，HEXファイルの編集が必要です。 

（HEXファイルの編集につきましては，「フォント・ユ－ティリティのユ－ザ－ズ・マニュ

アル（U19527）」を参照してください。） 

 

表4－1 有償版／無償版開発ツ－ル使用上の違い 

 
 有償版 無償版 

フォント・定義ファイル 

（アセンブラ・ソ－ス版） 

プロジェクトに組み込んでビルド 

 

プロジェクトに組み込んでビルド 

フォント・定義ファイル 

（HEX版） 

不要です。（フォント・ユ－ティリティ

では生成されません。） 

 

ビルドで生成されたHEXファイルに組み

込むための編集操作が必要です。（フォ

ント・デ－タが，無償版のオブジェクト・

サイズ制限内に収まっている場合は，

HEX版は生成されませんので，編集操作

は不要となります。） 

 

それぞれのサンプル・ファイルにつきましては，「4. 2 フォルダ構成」を参照してください。 
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4. 2 フォルダ構成 
 

サンプル・プログラムは下記からダウンロ－ドできます。 

http://www.necel.com/micro/ja/designsupports/sampleprogram/78k0r/kx3/index.html 

 

ダウンロ－ドしたファイルのフォルダの構成は次のようになっています。 

 

図4－1 サンプル・アプリケ－ションのフォルダ構成 

SM05GA2_R3xx 

SM05GA2j.TXT 

Printc.c ・本書で解説するプログラム 

\SAMPLE 

Print_c.h ・本書で解説するプログラムのヘッダ･ファイル 

SM05GA2.hex ・ビルド済実行モジュ－ル 

 （ビルドを行わずに動作確認を行う場合に使用します） 

その他のファイル ・デモ・ボ－ドの実行モジュ－ルをビルドするため

に必要なファイル群 

\FONT_LIB 

SEL24_6.txt ・24 ドット 漢字フォント用表示テキスト・ファイル（参考用） 

SEL24_6.csv ・24 ドット 漢字フォント用文字登録ファイル（参考用） 

FJ024LVH.asm ・24 ドット 漢字フォント定義ファイル 

FJ314LVH_F.HEX ・14 ドット 漢字フォント定義ファイル HEX 版（無償用） 

FJ314LVH_F.asm ・14 ドット 漢字フォント定義ファイル（無償用） 

FJ314LVH.asm ・14 ドット 漢字フォント定義ファイル（有償用） 

FH114LVH.asm ・半角フォント定義ファイル 

FA207LVH.asm ・1/4 角フォント定義ファイル 

FDJ78K0R.LIB ・フォント・アクセス・ライブラリ 

FONT_c.h ・ヘッダ・ファイル 

SM05GA2.prj ・プロジェクト・ファイル（自動参照）（有償用） 

SM05GA2.prw ・ワ－クスペ－ス・ファイル 

（有償版開発環境を使用する場合はこれを開いてください） 

・リリ－ス・ノ－ト（変更情報などが記載されています。） 

（3xx はリビジョンです。） 

SM05GA2_F.prj ・プロジェクト・ファイル（自動参照）（無償用） 

SM05GA2_F.prw ・ワ－クスペ－ス・ファイル 

（無償版開発環境を使用する場合はこれを開いてください） 
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表4－2 主要リリ－ス・モジュ－ル差分情報一覧 

モジュ－ル名 SM05GA2_R211 

→SM05GA2_R301 

SM05GV2_R301 

→SM05GA2_R301 

Print_c 

FDJ78K0R.LIB 

新規追加 同一 

FA207LVH 

FH114LVH 

FJ314LVH 

FL314LVH 

FK014LVH（旧FK114LVH） 

Font_c.h 

・デ－タ部はフォント・ユ－ティリティ

で生成されたものです。 

・API部は，FDJ78K0R.LIBに分離しまし

た。 

同一 

User_c 廃止 － 

UDEF_a.h 

UDEF_func_c.h 

ビルド対象をUser_cからPrint_cへ変更

しました。各種改良を反映しています。

ビルド対象を限定しています。 

LCD_c 

Kernel_a 

Kernel_OPT_a 

Main_c 

COM1_rx_c 

COM1_tx_c 

BTimer_c 

BTimer_INT_a 

Kernel_data_a 

Kernel_init_c 

UDEF_func_c.c 

UDEF_data_a 

各種改良を反映しています。 

（一部のファイルは同一です。） 

同一 
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4. 3 実行モジュ－ルの作成 
 

本サンプル・プログラムの実行モジュ－ル作成について説明します。インスト－ルされているツ－ルのバ－ジ

ョンが異なる場合は，ツ－ル選択だけは必要になります。 

 
4. 3. 1 プロジェクト・ファイルによるビルド 
添付のワ－クスペ－ス・ファイルを使用してビルドを行う操作について説明します。 

使用するワ－クスペ－ス・ファイルは次のとおりです。 

・有償版開発環境時：SM05GA2.prw 

・無償版開発環境時：SM05GA2_F.prw 

以下では，有償版開発環境での操作を説明します。 

 

（1）PM＋を起動します。 

PM＋を起動後，「ファイル」メニュ－の「ワ－クスペ－スを開く」を実行します。 
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（2）ワ－クスペ－スを選択します 

ワ－クスペ－スを開く画面で，ワ－クスペ－ス・ファイルを選択します。ワ－クスペ－ス・ファイルを

選択しますと，ツ－ル選択の警告メッセ－ジが表示されます。OKを押すと「ツ－ルバ－ジョン設定」画面

が表示されますが，ここではキャンセルを選択して，いったん「ツ－ルバ－ジョン設定」画面を閉じます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キャンセルして画面を閉じます 
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（3）プロジェクト設定画面 

ツ－ルを選択するために，「プロジェクト」メニュ－の「プロジェクトの設定」を実行します。 
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（4）ツ－ルの選択 

「プロジェクトの設定」画面の「ツ－ルバ－ジョン設定」タブの「詳細設定」ボタンを押して，ツ－ルの

選択を行います。 

 

 
 
 
  

推奨バ－ジョン以上の選択

 
ツ－ルは，推奨バ－ジョン以上を選択してください。 

推奨バ－ジョン以上が表示されない場合は，ツ－ルを新しいバ－ジョンにアップデ－トしてください。 

推奨バ－ジョンにつきましては，「1.2 開発環境」の「1. 2. 1 ソフトウエア・ツ－ル」を参照してく

ださい。 

ツ－ル選択後，ツ－ル変更に伴うオブジェクト削除の問い合わせメッセ－ジが表示された場合は，「い

いえ」を選択してください。ツ－ルを変更した後では，オブジェクト更新のために，「リビルド」を行っ

てください。 

 

 
 
 
 
 
 
 

オブジェクト更新のために，「ビルド」メニュ－

から「リビルド」を行ってください。 
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（5）ビルドの実行 

「ビルド」メニュ－の「ビルド」を実行します。ツ－ル・バ－ジョン変更後の最初のビルドは「リビルド」

を実行してください。 

 

 

 

ビルドできない場合は，「4. 3. 2 ファイルの選択」～「4. 3. 3 オプションの設定」の手順で，ワ－ク

スペ－スを新規作成してビルドを行ってください。 
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4. 3. 2 ファイルの選択 
ワ－クスペ－スの作成とファイルの選択について説明します。 

 

（1）ワ－クスペ－スの生成を行います。 

 

① ワ－クスペ－ス作成の準備を行います。 

 

サンプル・プログラムをダウンロ－ドしたフォルダ構成のまま使用します。 

ここではワ－クスペ－スの名称をSM05GA2として以下のフォルダにあるとします。 

C:¥KANJI_SAMPLE¥78K0R¥SM05GA2 

 

② PM+を起動します。 

PM+を起動後，「ファイル」メニュ－の「ワ－クスペ－スの新規作成」を実行します。 
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③ ワ－クスペ－スを新規作成します。 

ワ－クスペ－ス・ファイル名とフォルダ位置を指定し，マイクロコントロ－ラ名とデバイス名

を選択します。 
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④ 以下のファイルを選択します。 

 

Print_c.c  ：漢字表示サンプル・プログラム（サンプル・タスク）。 

FA207LVH.asm ：1/4角フォント定義ファイル 

FH114LVH.asm ：半角フォント定義ファイル 

FJ314LVH.asm ：14ドット 漢字フォント定義ファイル（有償版開発環境用） 

   ：無償版開発環境の場合は，FJ314LVH_F.asmを選択します。 

FJ024LVH.asm ：24ドット 漢字フォント定義ファイル 

LCD_c.c  ：表示デ－タをLCDへ転送するタスク・プログラム。 

COM1_rx_c.c ：ホスト・マシンからデ－タを受信するタスク・プログラム。 

COM1_tx_c.c ：ホスト・マシンへ応答デ－タを送信するタスク・プログラム。 

BTimer_c.c  ：OS予約のタイマ処理等。 

BTimer_INT_a.asm ：OS予約のタイマ処理等（割り込みハンドラ）。 

Kernel_a.asm ：OSコ－ド部。 

Kernel_data_a.asm ：OSデ－タ部。 

Kernel_OPT_a.asm ：オプションバイト（OS依存性はありません）。 

Kernel_init_c.c ：初期化プログラム（OS依存性はありません）。 

Main_c.c  ：メイン（システム制御）タスク・プログラム。 

UDEF_func_c.c ：システム共通処理プログラム。 

UDEF_data_a.asm ：システム共通処理用デ－タ。 
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4. 3. 3 オプションの設定 
本サンプル・プログラムの実行モジュ－ルを作成するために必要なコンパイラとリンカのオプション設定を

説明します。 

 

（1）コンパイラのオプションを設定します。 

「ツ－ル」メニュ－の「コンパイラオプションの設定」を選択し，設定画面を表示します。 

 

① インクル－ド・パスを追加します 

「プリプロセッサ」タブを選択して，「インクル－ド・ファイル・パス」に「SAMPLE」フォル

ダと「FONT_LIB」フォルダを追加します。 

 

 

 

② メモリ・モデルを選択します。 

「メモリ・モデル」タブを選択し，「メモリ・モデル」オプションで「スモ－ル」を選択します。 
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③ アセンブラ・ソ－ス・モジュ－ル・ファイルの出力をチェックします。 

「出力」タブを選択し，「アセンブラ・モジュ－ル・ファイルの出力」チェックをオンにします。 

 

 

 

（2）アセンブラのオプションを設定します。 

「ツ－ル」メニュ－の「アセンブラオプションの設定」を選択し，設定画面を表示します。 

 

① 「その他」タブのインクル－ド・ファイル・パスとシンボル定義を追加します。 

・「インクル－ド・ファイル・パス」に「SAMPLE」フォルダと「FONT_LIB」フォルダを追加

します。 

・「シンボル定義」に「KOS_CODE_TYPE=0」を追加します。 
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（3）リンカのオプションを設定します。 

「ツ－ル」メニュ－の「リンカオプションの設定」を選択し，設定画面を表示します。 

 

① 「出力1」タブのオプションを設定します。 

「ロ－ド・モジュ－ル・ファイル名」，「セキュリティID」を必要に応じて設定します。 

デバッグ時は，「オンチップ・デバッグ・オプション・バイト」を設定します。制御値は85H

でよいでしょう。 

 

 

 

② ライブラリを指定します。 

「ライブラリ」タブでFDJ78K0R.LIBを指定します。 

 

 
ライブラリの指定は，ProjectWindowのプロジェクト関連ファイルで追加を行うこともできます。 
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第5章 サンプル・アプリケ－ションの実行方法 

この章では，プログラムの実行方法とホスト・マシンからサンプル・プログラム（Print_c.c）を動作させるため

のコマンド例について説明します。 

デモ用ボ－ドの設定とホスト・マシンのタ－ミナル・ソフトウエアの設定方法については，「漢字表示デモンス

トレ－ション用ベ－ス・ボ－ド ユ－ザ－ズ・マニュアル（U19207J）」および「漢字表示デモンストレ－ション

用78K0R/KG3ボ－ド ユ－ザ－ズ・マニュアル（U19209J）」を参照してください。 

 

5. 1 プログラムの書き込みと起動方法 
 

デバッガによる起動とデバッガを使わずにボ－ド単体で起動する方法について説明します。 

 
5. 1. 1 デバッガで起動する場合 
ビルド後，デバッガ（ここではID78K0R-QBを使用します）を起動します。 

 

（1）初回起動時にエラ－が出た場合は消去（イレ－ス）を行います。 

初回起動時に「このデバイスではオンチップデバッグができません」とメッセ－ジが表示されることが

あります。この場合はQB-Programmerなどで消去を行ってからデバッガを起動してください。 

 

（2）メイン・クロックの周波数設定は16 MHzにします。 
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（3）無償版開発ツ－ルを使用した場合 

ビルド後，デバッガを起動した場合，正しく表示されない場合があります。フォント・デ－タを実装す

るための編集を行ったHEXファイルをダウンロ－ドして実行することにより，正しく表示することができ

ます。 

（HEXファイルの編集につきましては，「フォント・ユ－ティリティ ユ－ザ－ズ・マニュアル

（U19527）」を参照してください。） 

 

（a）「ファイル」メニュ－の「ダウンロ－ド」を実行します。 

 

 

 

（b）編集済みHEXファイルを選択して，「開く」を実行するとダウンロ－ドが開始されます。 

 

 

 

（c）ダウンロ－ド完了後に，プログラムを起動すると正しく表示されます。 
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5. 1. 2 プログラマで書き込んで起動する場合 
ビルドで作成されたHEXファイルまたはSAMPLEフォルダにあるSM05GA2.hexファイルをプログラマで書

き込み後，ベ－ス・ボ－ドからプログラマを外すとデバイス・ボ－ドが起動します。 

無償版開発ツ－ルを使用した場合には，ビルド後にHEXファイルの編集が必要です。編集を行わずに書き込

み後実行しますと，正しく表示されないことがあります。HEXファイルの編集につきましては，「フォント・

ユ－ティリティ ユ－ザ－ズ・マニュアル（U19527）」を参照してください。 
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5. 2 タ－ミナル・ソフトウエアの操作について 
 

コマンド入力時の操作について説明します。 

 

（1）キ－ボ－ドからのコマンド入力 

コマンド入力時に注意が必要な点を説明します。 

 

① コマンドの編集 

コマンドはリタ－ン・キ－を押すと確定します。リタ－ン・キ－を押すまでは，バックスペ－

スによる修正はできますが，そのほかの編集キ－による操作は無効です。 

 

② デモボ－ドからの表示 

入力中にデモボ－ドからのメッセ－ジが表示されても，表示がなかったものとして，続けて入

力してください。 

 

（2）コピ－＆ペ－ストによるコマンド入力 

コマンドは，後述のコマンド例をコピ－＆ペ－ストしても動作します。コメントも含めて複数行を一括

で貼り付けしてもかまいません。 

PDFファイルからのテキスト・コピ－では動作しない場合は，ダウンロ－ド・ファイルのリリ－ス・ノ

－トの後ろにあるコマンド・サンプル集からコピ－してください。 

 

5. 3 文字の表示方法 
 

文字を表示するには，次の順でコマンドを入力します。 

 

（1）パラメ－タ・ライト・コマンドで表示制限領域を指定します。 

パラメ－タ・ライト・コマンドを使用して表示制限領域を指定します。表示制限領域が不要の場合は省

略することができます。 

 

（2）文字表示コマンドで表示する日本語テキストや制御コ－ドを指定します。 

文字表示コマンドで表示位置，表示属性や表示する日本語テキストを指定します。制御コ－ドを入力す

ることにより，表示条件を変えて表示させることができます。 
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5. 4 コマンドの書式 
 

（1）パラメ－タ・ライト・コマンド 

書式：$JW'｛パラメ－タ・アドレス｝ ｛書き込みデ－タの並び｝ 

指定したパラメ－タを設定します。 

アドレスと設定デ－タの内容は「表5－1 パラメ－タ一覧表」を参照してください。 

16進数表記（A～Fは大文字のみ）で指定します。 

 

表5－1 パラメ－タ一覧表 

アドレス 内容 

0 表示制限領域1の水平開始ドット位置を設定します。 

有効範囲は0H～7FHです。 

設定されたパラメ－タは，制御コ－ドの表示制限領域1指定で有効となり，$JFコマンドによる

文字表示時に，表示制限領域として使用されます 

1 表示制限領域1の垂直開始ドット位置を設定します。 

8ドット単位数での指定が可能です。 

設定されたパラメ－タは，制御コ－ドの表示制限領域1指定で有効となり，$JFコマンドによる

文字表示時に，表示制限領域として使用されます。 

2 表示制限領域1の水平終了ドット位置を設定します。 

有効範囲は0H～7FHです。 

設定されたパラメ－タは，制御コ－ドの表示制限領域1指定で有効となり，$JFコマンドによる

文字表示時に，表示制限領域として使用されます 

3 表示制限領域1の垂直終了ドット位置を設定します。 

8ドット単位数－1の指定が可能です。 

設定されたパラメ－タは，制御コ－ドの表示制限領域1指定で有効となり，$JFコマンドによる

文字表示時に，表示制限領域として使用されます。 

4 表示制限領域2の水平開始ドット位置を設定します。 

有効範囲は0H～7FHです。 

設定されたパラメ－タは，制御コ－ドの表示制限領域2指定で有効となり，$JFコマンドによる

文字表示時に，表示制限領域として使用されます 

5 表示制限領域2の垂直開始ドット位置を設定します。 

8ドット単位数での指定が可能です。 

設定されたパラメ－タは，制御コ－ドの表示制限領域2指定で有効となり，$JFコマンドによる

文字表示時に，表示制限領域として使用されます。 

6 表示制限領域2の水平終了ドット位置を設定します。 

有効範囲は0H～7FHです。 

設定されたパラメ－タは，制御コ－ドの表示制限領域2指定で有効となり，$JFコマンドによる

文字表示時に，表示制限領域として使用されます 

7 表示制限領域2の垂直終了ドット位置を設定します。 

8ドット単位数－1の指定が可能です。 

設定されたパラメ－タは，制御コ－ドの表示制限領域2指定で有効となり，$JFコマンドによる

文字表示時に，表示制限領域として使用されます。 
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（2）パラメ－タ・リ－ド・コマンド 

書式：$JR'｛パラメ－タ・アドレス｝ ｛リ－ド・バイト数｝ 

指定したパラメ－タ・アドレスから指定したリ－ド・バイト数分の設定内容を読み出せます。 

［パラメ－タ・アドレス＋リ－ド・バイト数］は8以下（パラメ－タ領域サイズ以下）で指定してく

ださい。 

 

（3）文字表示コマンド 

書式：$JF’｛水平表示位置 垂直表示位置 表示属性｝｛表示文字列／制御コ－ド｝ 

指定した文字列を表示します。また，制御コ－ドを指定して，表示制御を行うことも可能です。 

 

（a）水平表示位置 

表示を開始する水平ドット位置を16進数表記で指定します。 

 

（b）垂直表示位置 

表示を開始する垂直ドット位置を16進数表記で指定します。 

 

（c）表示属性バイト 

表示属性バイトを16進数表記で指定します。属性値は次のとおりです。 

 

表5－2 表示属性バイト 

位置 属性 説明 

bt3－0 空白ドット数 ピッチの指定に応じて次のようになります。 

ただし，全角／半角混在時は，指定値の半分（小数切上げ）を，空白ドット数と

します。 

・固定ピッチの場合 

 フォントの水平ボディ・サイズ＋空白ドット数が文字ピッチになります 

・プロポ－ショナル 

空白ドット数が字間ドット数になります。 

bt4 ピッチ指定 ピッチを指定します。 

＝0：固定ピッチ 

＝1：プロポ－ショナル 

bit7―5 フォント指定 フォントの種別を指定します。 

＝0：1/4角（5×7ドット・フォント） 

＝1：半角（7×14ドット・フォント） 

＝2：全角（14×14ドット・フォント），半角（7×14ドット・フォント）混在

＝4：全角（24×24ドット・フォント），半角（7×14ドット・フォント）混在

 

（d）表示文字列 

表示文字列は， '（アポストロフィ）で囲んで書きます。'（アポストロフィ）で囲まれていない部

分は16進数表記による文字コ－ドとみなされます。20H未満の文字コ－ドは，制御コ－ドとして処理

されます。 

全角はシフトJISコ－ドを使います。 

表示後は，表示位置が更新されます。 
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（e）制御コ－ド 

フォント表示の制御を行うための制御コ－ドを，$JFコマンド中に16進数表記で指定することができ

ます。制御コ－ドによっては，コ－ドに続けて，パラメ－タの指定が必要なものがあります。 

書式：制御コ－ド ｛パラメ－タ1～3｝ 

 

表5－3 制御コ－ド一覧表 

制御コ－ド 16進値 説明 

¥n 0AH 行末まで，空白で埋めて，改行します。 

¥t 09H 続く1バイトで指定される水平ドット位置まで，空白を埋めます。 

① パラメ－タ1：水平ドット位置 

¥f 0CH 属性（フォント指定，ピッチ指定，空白ドット数）を，続く1バイトの値に変更します。

（属性の詳細は，「（c）表示属性」を参照してください。） 

① パラメ－タ1のbit3-0：空白ドット数 

② パラメ－タ1のbit4：ピッチ指定 

③ パラメ－タ1のbit7-5：フォント指定 

¥v 0BH 表示位置（x, y）を続く2バイトで指定される値に変更します。 

① パラメ－タ1：表示位置X 

② パラメ－タ2：表示位置Y 

10H 10H 表示範囲制限を解除します。 

次の11Hまたは12Hを指定した後で有効になります。$JFコマンド先頭で自動的に解除さ

れます。 

11H 11H 表示範囲制限1による表示範囲制限指定 

パラメ－タ・アドレス0～3で指定される範囲だけに表示を行うように制限します。パラ

メ－タは$JWコマンドであらかじめ書き込んでおく必要があります。 

12H 12H 表示範囲制限2による表示範囲制限指定 

パラメ－タ・アドレス4～7で指定される範囲だけに表示を行うように制限します。パラ

メ－タは$JWコマンドであらかじめ書き込んでおく必要があります。 
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5. 5 コマンド例 
 

コマンドの使用例について説明します。表示例はそれぞれLCDに表示されるイメ－ジを表現したものですので，

個々の文字フォントや文字間スペ－スなどは実際の表示と異なるものがあります。 

 
5. 5. 1 全角／半角文字表示コマンド例 

 

（1）全角／半角混在，プロポ－ショナル 

$JF’0 0 51’Printユニット（'27'J'27'）は，'A'日本語テキストを表示'A'するdemonstration’A’プログラムで

す。'A 

 

 

 

 

 

 

（2）全角，16ドット固定ピッチ 

以降の表示例では，平家物語の冒頭部分を引用しています。固定ピッチ表示の場合はプロポ－ショナル

表示との差異を示すために，同じ行数で一部文字を省いて表示しています。 

 

$JF’0 0 42’祇園精舎の鐘の声'A'諸行無常の響有り'A'沙羅双樹の花の色'A'盛者必衰の理表す'A 

 

 

 

 

 

$JF’0 0 42’驕者も久しからず'A'唯春の夜の夢の如'A'猛者も遂に亡びぬ'A'偏に風前の塵に同'A 

 

 

 

 

 

 

（3）全角，プロポ－ショナル 

$JF’0 0 53’祇園精舎の鐘の声'A 0C52'諸行無常の響き有り'A 0C53'沙羅双樹の花の色'A 0C52'盛者必衰の

理を表す'A 

 

 

 

 

 

祇園精舎の鐘の声 
諸行無常の響有り 
沙羅双樹の花の色 
盛者必衰の理表す 

祇園精舎の鐘の声 

諸行無常の響き有り 

沙羅双樹の花の色 

盛者必衰の理を表す 

Printユニット（'J'）は，

日本語テキストを表示 

するdemonstration 

プログラムです。 

驕者も久しからず 
唯春の夜の夢の如 
猛者も遂に亡びぬ 
偏に風前の塵に同 
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$JF’0 0 51’驕れる人も久しからず'A 0C52'唯春の夜の夢の如し'A 0C51'猛き者も遂には亡びぬ'A'偏に風

の前の塵に同じ'A 

 

 

 

 

 

 

（4）全角，24ドット 

$JF'0 0 81'商売大繁盛'A 0C92'商売大繁盛'A 

 

 

 

 

 

 
5. 5. 2 1/4角文字表示コマンド例 

 

（1）1/4角，6ドット固定ピッチとプロポ－ショナル字間1ドットの交互表示 

$JF'0 00 01'ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTU'A 

$JF'0 08 11'ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTU'A 

$JF'0 10 01'VWXYZabcdefghijklmnop'A 

$JF'0 18 11'VWXYZabcdefghijklmnop'A 

$JF'0 20 01'qrstuvwxyz0123456789.'A 

$JF'0 28 11'qrstuvwxyz0123456789.'A 

$JF'0 30 01'!"#$%&'27'()=~¥-^|@`[{<>'A 

$JF'0 38 11'!"#$%&'27'()=~¥-^|@`[{<>ｱｶｻﾀ'A 

 

 

 

 

 

 

 

 

驕れる人も久しからず 
唯春の夜の夢の如し 
猛き者も遂には亡びぬ 
偏に風の前の塵に同じ 
 

 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTU 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTU 

VWXYZabcdefghijklmnop 
VWXYZabcdefghijklmnop 
qrstuvwxyz0123456789. 
qrstuvwxyz0123456789. 
!"#$%&'()=~¥-^|@`[{<> 
!"#$%&'()=~\-^|@`[{<>ｱｶｻﾀ 

商売大繁盛 

商 売 大 繁 盛 
偏に風の前の塵に同じ 本コマンド実行前の状態 
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5. 5. 3 半角限定文字表示コマンド例 
 

（1）半角限定，8ドット固定ピッチ 

$JF'0 00 21'ｰｱｲｳｴｵｶｷｸｹｺｻｼｽｾｿ'A 

$JF'0 10 21'ﾀﾁﾂﾃﾄﾅﾆﾇﾈﾉﾊﾋﾌﾍﾎﾏ'A 

$JF'0 20 21E0E1E2E3E4E5E6E7E8E9EAEBECEDEEEF0A 

$JF'0 30 21F0F1F2F3F4F5F6F7F8F9FAFBFCFDFEFF0A 

（半角フォントは英語用を組み込んでいるため半角カタカナの代わりにラテン文字が表示されます。） 

 

 

 

 

 

 
5. 5. 4 制御コ－ドを使用したコマンド例 

 

（1）水平タブ，属性変更，位置変更 

$JF'00 00 42'09hは,'9 40'水平タブ'A 

$JF'00 10 51'0Chは,'C 44'属性変更'A 

$JF'30 20 42'位置変更'A B 00 20'0Bhは,' 

 

 

 

 

 

 

（2）表示範囲制限 

$JW'0 18 08 77 37 

$JF'00 00 42 A A A A 11'＊＊＊＊＊＊＊＊'A'11hと12hは，＊'A'表示範囲制限です'10 A'10hは解除＊＊＊

＊'A 

 

 

 

 

 

 

 

°±²³´µ¶·¸¹º»¼½¾  
ÀÁÂÃÄÂÆÇÈÉÊËÌÍÎÏ 
àáâãäåæçèéêëìíîï 
ðñòóôõö÷øùúûüýþÿ 

09hは，  水平タブ 
0Chは，属 性 変 更 
0Bhは， 位置変更 
ðñòóôõö÷øùúûüýþÿ 本コマンド実行前の状態 

11ｈと 12h は， 
表示範囲制限 

＊＊＊＊＊＊＊

10ｈは解除＊＊＊＊
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